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感 謝 の 心 を伝 え る ！
新型コロナウィルスもようやく５月８日以降は第５類となる方向で動きが進んでいます。

それに伴い卒業式も久しぶりに児童については基本的にマスクなしの方向で計画している

ところです。ただし、保護者の皆様方にはマスクの着用をお願いします。また、先日は感
謝の会、６年生を送る会と久しぶりに通常に近い形のでの実施ができました。たくさんの

保護者の皆様、そしてお世話になった地域の皆様にはご参観ありがとうございました。そ
れぞれの学年の児童も素敵な発表をしてくれました。あと少しで卒業する６年生の心にも

伝わるものがあったことと思います。
さて、私たちの生活において、３月は「別れの季節」でもあります。卒業や異動等、お世話になったことへの感謝、離

れてしまう寂しさ、これまでと変わらぬ活躍を願う季節となりました。

早いもので、卒業式（３月２３日）・修了式（３月２４日）まで残すところ３週間余りとなりました。職員一同、本年度
の総仕上げに向けて全力で取り組んで参ります。今後とも本校教育にご支援とご協力の程、よろしくお願い申しあげます。

校 長 中江 浩二 教 職 員 一 同

令 和 ４ 年 度 由 良 川 小 学 校 教 育 活 動 「 保 護 者 」 ア ン ケ ー ト 結 果 令 和 ５ 年 ２ 月 実 施 回 答 数 ３ ９

評 価 項 目 よ く 当 て は ま る 当 て は ま る あ ま り 当 て は ま ら な い 当 て は ま ら な い

1 学 校 は 、 子 ど も を よ く 理 解 し て 、 良 さ を 認 め 伸 ば そ う と し て い る 。 20 18 0 1

2 学 校 は 、 わ か る 授 業 を 通 し て 、 学 力 向 上 に 取 り 組 ん で い る 。 17 20 1 1

3 学 校 は 、 人 権 学 習 や ふ れ あ い 活 動 を 通 し て 、 人 権 尊 重 や 心 や 態 度 を 育 て て い る 。 21 15 3 0

4 学 校 は 、 体 育 や 体 育 的 行 事 を 通 し て 、 児 童 の 体 力 向 上 に 取 り 組 ん で い る 。 17 19 3 0

5 学 校 は 、 地 域 の 人 や 文 化 等 を 活 用 し 、 特 色 あ る 学 校 づ く り に 努 め て い る 。 14 21 4 0

6 学 校 は 、 安 全 管 理 や 環 境 美 化 に し っ か り 取 り 組 ん で い る 。 17 20 2 0

7 学 校 は 、 家 庭 訪 問 や 個 人 懇 談 等 で 家 庭 と 連 携 を 密 に し て 取 組 を 進 め て い る 。 12 21 5 1

8 学 校 は 、 便 り や ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 児 童 の 様 子 や 学 校 の 取 組 を よ く 伝 え て い る 。 20 17 2 0

9 学 校 は 、 学 習 や 行 事 の 様 子 を 公 開 し て 、 開 か れ た 学 校 づ く り に 努 め て い る 。 19 18 2 0

10 子 ど も は 、 学 校 生 活 を 楽 し く 送 っ て い る 様 子 で あ る 。 22 15 2 0

11 子 ど も は 、 学 習 に 熱 心 に 取 り 組 み 、 基 礎 的 な 学 力 を 身 に 付 け て い る 。 15 18 6 0

12 子 ど も は 、 自 分 の 考 え を 相 手 に 分 か り や す く 伝 え る 力 を 身 に 付 け て い る 。 6 28 5 0

13 子 ど も は 、 家 庭 や 地 域 等 で き ち ん と 挨 拶 し て い る 。 13 21 5 0

14 子 ど も は 、 土 曜 日 や 休 日 を 有 意 義 に 過 ご し て い る 。 9 23 7 0

15 家 庭 で も 、 し っ か り 読 書 す る よ う に 環 境 や 声 掛 け 等 に 気 を 付 け て い る 。 5 13 19 2

16 家 庭 で は 、 子 ど も と 学 校 や 外 で 会 っ た 出 来 事 等 に つ い て 話 を し て い る 。 15 23 1 0

17 Ｐ Ｔ Ａ 活 動 （ 参 観 日 、 集 会 、 行 事 等 ） に 積 極 的 に 参 加 し て い る 。 18 17 4 0

学校の取組（１～９）については、昨年よりも通常に近い活動に戻ったこともあり数値としてよい結果

が出ています。ようやくここにきて新型コロナウィルスという長いトンネルの出口が少し明るく見えてき

たように感じています。今後も、小規模校のよさを活かして、全職員で全校児童に関わり、子ども一人一

人のよさを伸ばして自己肯定感を高める取組を進めていきます。今後さらに、ＩＣＴの活用をより効果的

に進めていきたいと考えています。

子どもの様子（ 10 ～ 14）については、「 10 子どもは、学校生活を楽しく送っている様子である。」につ

いては、昨年とそれほど変わらない評価をしていただいています。学校生活の中での子ども同士、さらに

は先生方との関係も見ていても安心できます。また今年度はいろいろな作品でたくさんの子どもたちが賞

状をいただく機会がありました。「お話を絵にする」コンクールでは本校は学校賞をいただきました。とて

もうれしく思いました。

ただ、「 15 家庭でも、しっかり読書するように環境や声掛け等に気を付けている。」の結果が気になり

ます。世の中がどんどん情報化が進み、便利な時代になってきていますが、じっくりと想像力を働かせて

読書に触れることはとても有意義だと思います。受動的に何か映像を見ているのではなくて、静かに家族

で読書をする時間も大切にしてほしいです。




